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ビジネス上の課題と

データのジレンマ



全国の店舗とECにおける深刻な情報孤立

01

システムの断片化問題

データ共有ができず、情報

のサイロ化によって連携効

率が低下。

02

データサイロの現状

業務データ分散、データの

重複入力や不整合が生じ、

部門間の連携や意思決定が

阻害される。

03
インターフェースカス

タマイズのデメリット

インタフェースの拡張が乱立の

結果 ⇨

04

統合と拡大の難しさ

新しいシステムへの統合が困難、

急速に変化するビジネスニーズへ

の適応が困難。

05

データ循環の遅れ

重要データの配信遅延とリアルタイム性の低下は、ビジネ

ス対応の速度に影響する。経営陣はタイムリーかつ正確な

情報の入手に苦労している。

06

限られた経営協力

統一されたデータビューが無ければ、意思決定が遅れ、

システム間のプロセス調整が不十分になり、全体の運

用効率に多大な影響を与える。



過剰販売や在庫切れトラブルの発生

深刻なシステムサイロ

POS、電子商取引、倉庫システムは独立

して動作しており、データが相互接続さ

れていない。

在庫が同期されない

店舗での販売情報が電子商取引プラット

フォームにタイムリーに反映されないた

め、同じ商品が重複販売されたり、在庫

状況が誤表示されたりする。

重大な事業損失

在庫切れや過剰販売が頻繁に発生し、売

上と顧客の信頼に悪影響を及ぼす。



原因： T+1レポート依存の被害

データ遅延の問題

販売データをリアルタイムに集

計することができず、情報の適

時性に影響を及ぼし、後続 の

処理に支障をきたす。

運用リスクが高い

意思決定に使用するデータが古

く、市場の動向を正確に判断で

きない。

市場の反応が遅い

市場の変動に即時で対応出来ず、

戦略を調整する最適な機会を逃

す。

在庫状況がタイムリー

ではない

在庫切れの商品を即座に特定して

補充することができず、売上や顧

客満足度に悪影響を及ぼす。

昇進機会の喪失

情報の流れが滞ると、重要なプロモー

ションポイントを見逃し、マーケティ

ング活動の効果やメリットが低下する。

変化する需要への対応の難

しい

突然の需要増加に迅速にに対応できない

ことは、サプライチェーンの対応メカニ

ズムの硬直性を明らかにする。

運用の俊敏性が低い

オペレーティングシステムの柔軟性とス

ピード性が欠けており、急速なビジネス

環境の変化への適応が困難。

情報の流れがスムーズ

ではない
社内の情報伝達が円滑でな

いため、部門間の連携や効

率的な意思決定が困難。



原因： 従来の ETL バッチ処理の限界

メンテナンスコストが高い

各システム接続にはカスタマ

イズされたETLスクリプトの開

発なためコストが増大し、エ

ラーも発生しやすい。

スケーラビリティが低い

新システムの追加には既存

プロセスの再構築が必要な

ため、ビジネス変化に迅速

に対応できない硬直した

アーキテクチャになる。

深刻な遅延

スケジュールされたバッチ

処理への依存は、データ同

期が最大24時間遅れるため、

運用効率に影響する。

変革を維持するのは難しい

リアルタイム分析とイベン

トドリブンシナリオのサ

ポートができないため、会

社のデジタルアップグレー

ドプロセスが制限される。



技術の選択とアーキテ

クチャ設計



目標: 統合データハブの構築

イベント駆動型
アーキテクチャ

リアルタイム
同期メカニズム

販売イベントは数秒以内に同期され、すべての
システム間でデータの一貫性が確保される。

過剰販売や情報の遅れを避けるため、在庫の変
更は即座に更新される。

高い同時
アクセス

数百の店舗が同時に取引データをアップロードする

ことをサポートする。

複数の電子商取引プラットフォームのデータ アクセ
ス要件と互換性がある。

弾力的な
スケーラビリティ

業務負荷に応じて処理ノードを自動的に増加させる。

ピーク時でも安定した動作を確保するための
リソースの動的な割り当て。

システム
分離設計

各サブシステムは、依存関係を減らすために

イベント バスを介して通信する。
モジュールは独立して展開され、メンテナン
スと反復の効率が向上する。

データの
一貫性

システム間の同期を確実にするために、最終
的な一貫性モデルを採用する。

例外が発生した場合に自動的に再試行し、
イベントが失われないようにする。

操作監視
アラーム

イベント処理の遅延とバックログをリアルタ
イムで監視する。

異常が発生すると自動的にアラームが発せら

れ、問題の箇所を素早く特定する。



３つ技術アプローチ比較

・ETL強化案・クラウドDWH案・Kafka採用案

01

ETL強化案

リアルタイム性に限界があり、柔

軟な対応が困難。

02

クラウドDWH案

即時イベント処理やシステム連携

には不向き。

03

Kafka採用案

イベント駆動でリアルタイム連携が可能。

スケーラブルかつマイクロサービス対応。



中枢神経システムの実現

イベント駆動型アーキテクチャ

イベントハブを構築し、各システムがイ

ベント形式でリアルタイムにデータを公

開することで、データサイロを解消する。

疎結合統合

システムは Kafka トピックを通じて分

離されているため、変更はシステム全体

に影響を与えず、柔軟性と保守性が向上

する。

統合データパイプライン

POS、EC、倉庫などのマルチソース

データの集中管理・配信を実現する標準

化されたアクセスメカニズムを確立。



リアルタイムデータパイプライン

イベント収集レイヤー

各システムは、POS トラン

ザクション、注文変更、倉庫

操作などのビジネス イベン

トを Kafka トピックにリア

ルタイムで公開し、データ

ソースへの統合されたアクセ

スを実現する。

ストリーム処理層

Kafka Streams は、受信

データをリアルタイムで

フィルタリング、集計、計

算するために使用され、

データベース内の早期警告

とインジケーターの処理を

サポートする。

マルチターミナル配信

メカニズム
処理されたデータは、Kafka 

トピックを通じて EC ウェブ

サイト、ストレージ システ

ム、分析プラットフォームに

配信され、各エンドで最新の

ステータスをリアルタイムに

利用できる。

疎結合アーキテクチャ

情報源と情報処理システム

は分離されるため、システ

ム間の直接的な依存関係が

不要になり、保守性とス

ケーラビリティが向上する。



実装パスと主要技術の

適用



実店舗の POS 取引データへのミリ秒レベルのアクセス

リアルタイムデータ収集

Kafka Connectは、各店舗のPOSシステムか

ら数ミリ秒以内に売上データを取得し、効率

的なデータ収集を実現する。各トランザク

ションは個別のイベントとしてパブリッシュ

されるため、データの整合性とリアルタイム

性を確保できる。

統合アクセス管理

標準化されたコネクタにより、異機種デバイ

スへの統一されたアクセスが可能になり、シ

ステム統合が簡素化。集中管理により、運用

効率とシステムの安定性が向上する。

メッセージフロー駆動
各トランザクションは指定されたトピックに

イベントとして公開され、順序付けられた

メッセージストリームを形成する。在庫管理

や分析モジュールなどの下流システムからの

リアルタイム応答が促進され、システム間の

疎結合が実現される。

一貫したデータ形式

ソース側でデータを標準化することで、メッ

セージキューに書き込まれるデータの形式が統

一される。これにより、後続のシステム解析と

処理が容易になり、変換コストが削減できる。

リアルタイム処理システム

高い同時実行性と低レイテンシのシナリオをサ

ポートするイベント駆動型のリアルタイムデー

タ処理アーキテクチャを構築し、ビジネスの応

答速度と意思決定の効率性を向上させる。

スケーラブルなアーキテクチャ

分散メッセージングシステムの設計により、店

舗の拡大やデータ量の急増のニーズに対応でき

る優れた水平スケーラビリティが実現する。



電子商取引プラットフォーム主要イベント統一管理

イベントの標準化

統一されたイベント形式を定

義して、注文の作成、支払い

の成功、注文のキャンセルな

どの操作を構造化されたメッ

セージに変換し、意味の一貫

性を確保する。

リアルタイム公開

電子商取引システムは、プロ

デューサー API を通じて指定

された Kafka トピックに主要

なイベントをリアルタイムで

プッシュし、ミリ秒レベルの

データキャプチャを実現する。

集中管理

すべての電子商取引イベントは

Kafka に集中的に保存・配布さ

れ、複数のコンシューマーによ

るオンデマンドのサブスクリプ

ションをサポートし、システム

の疎結合性とスケーラビリティ

を向上させる。



倉庫・物流の入出庫情報はリアルタイム配信

リアルタイムデータアクセス

ウェアハウス システムは、すべての受信

および送信の変更を Kafka トピックに即

時送信し、遅延のないデータ収集を実現

する。

イベント駆動型アーキテクチャ

在庫の変更をイベント形式で記録し、操

作の追跡可能性を確保するとともに、

データの一貫性とシステムの応答性を向

上させる。

メッセージの信頼性保証

Kafkaの永続性とレプリケーションによ

り、ロジスティクスイベントの消失や重

複を防止する。

複数のシステムの統合ソース

すべての在庫変更は倉庫の Kafka メッ

セージから取得され、POS や EC などの

システムに信頼できる単一のデータソー

スを提供する。



在庫警告モデルを構築、補充指示自動化

①リアルタイム監視

Kafka Streamsは、倉庫や販売のイベン

トをリアルタイムで処理し、各商品の在

庫数を常に最新の状態で計算するために

使用される。

②インテリジェントな早期警告

在庫しきい値ルールを設定し、在庫が安

全レベルを下回った場合に早期警告イベ

ントをトリガーする。

③自動補充

早期警告が出ると、自動で補充指示がサ

プライチェーンに送られ、在庫の配分が

始ままる。



数秒以内に更新されるビジネス分析ダッシュボード

リアルタイムデータ

アクセス
POS、EC、倉庫イベン

トは Kafka トピックに

リアルタイムで書き込

まれ、分析ソースでの

ミリ秒レベルの同期が

保証される。

ストリーミングデー

タ処理

Kafka Streams は、販

売イベントと在庫イベ

ントを集約して、分単

位のメトリックを生成

する。

結果の持続性

処理された集計結果は

Redis や Cassandra な

どの外部データベース

に書き込まれ、高速ク

エリをサポートする。

ダイナミックダッシュ

ボード表示
フロントエンドのダッ

シュボードは数秒で最

新のデータをポーリン

グし、ビジネスの状況

をリアルタイムで視覚

的に監視できる。



成果の表示と価値の実現



在庫状況同期、在庫切れ率削減、二次販売防止

オムニチャ
ネル在庫

データ同期

第 2 レベルの同期テクノロジにより、シ
ステム間の在庫データをリアルタイムで
更新できる。

レイテンシの違いを排除し、データが数
ミリ秒以内にリージョン全体に分散され
るようにする。

システム接続

POS システムとシームレスに統合し、店
舗の売上が総在庫に即座に反映される。

統合された電子商取引プラットフォーム
では、オンライン注文と在庫状況が動的
にリンクされる。

倉庫システムに接続することで、入庫お
よび出庫操作によって在庫調整が自動的
にトリガーされる。

情報統合

情報のサイロを解消し、データビューを
統合して、共同作業の効率を向上させる。

クロスチャネル ビジネスの統一されたス
ケジュール設定をサポートするために中
央データ レイヤーを確立する。

在庫の可視性

各エンドでの在庫の変化を監視するた
めのリアルタイムのビジュアル イン
ターフェース。

特定の製品の在庫分布を素早く見つけ
るための多次元クエリ機能。

販売保証

過剰販売を防ぐために、注文の送信時
に在庫状況を確認

二重販売は禁止されており、同じ在庫
ユニットを 2 回占有することはない。

運用の最適化

在庫切れ率が40%減少し、在庫切れによ
る売上損失が大幅に削減された。

補充応答速度を改善し、リアルタイム
データに基づいてインテリジェントな
補充決定を促進する。



ビジネス上のリアルタイムインサイト

01

リアルタイム

データ駆動

リアルタイムのデータ収

集・処理により、販売情報

は数秒以内に更新される。

データドリブンな意思決定

により、対応速度が向上す

る。システムは様々なチャ

ネルからの販売データを自

動的に集約する。

02

売上データ

の集約

売上データは数秒以内にグローバ

ルに集約され、複数の地域やカテ

ゴリーを網羅した統合ビューをサ

ポートする。

03

動的監視機能

経営陣は、各地域の販売

動向をリアルタイムで確

認し、カテゴリーのパ

フォーマンスとトレンド

の変化を包括的に把握し、

異常やチャンスを迅速に

特定できる。

04

アジャイル

戦略調整

リアルタイムのインサイト

に基づき、迅速に戦略を策

定し、調整サイクルを数分

に短縮して運用の柔軟性と

精度を向上させる。

05

プロモーションク

イックスタート

地域プロモーションを数

分で開始できるため、従

来の承認および実行プロ

セスが大幅に短縮され、

市場への対応速度が大幅

に向上する。

06

インテリジェント

な在庫割り当て

在庫切れや過剰在庫のリス

クを軽減し、サプライ

チェーンのコラボレーショ

ンの効率を向上させる。

07

実行サイクルの短縮

戦略策定から実行までの時

間が大幅に短縮され、従来

のプロセスは数日から数分

に短縮された。これにより、

全体的な業務効率が大幅に

向上する。

08

対応効率の

向上

市場対応効率が向上し、

企業の変化適応能力が

強化され、業界競争力

が大幅に向上する。



見える在庫＝買える在庫→ショッピング体験向上

リアルタイムの在庫可視性

ECサイトの在庫データは店舗や倉庫と

リアルタイムに同期されるため、ユー

ザーは見た通りの商品を手に入れる。

在庫切れの苦情が減少

注文処理の精度が向上し、仮想在庫によ

る顧客からの苦情が 50% 以上減少した。

スムーズな購入プロセス

注文後の在庫切れによるキャンセルを避

けるため、閲覧から支払いまでの在庫プ

ロセス全体がロックされる。



統合コスト削減

アーキテクチャの統一

Kafka を通じて標準データチャネルを

構築することで、元のポイントツーポイ

ント ドッキング モードが置き換えられ、

システム間の疎結合な統合が実現される。

アクセスの標準化

新しいシステムは、ETL インター

フェースを繰り返し開発する必要がなく、

Kafka トピックに接続するだけで済むた

め、起動サイクルが大幅に短縮される。

大幅なコスト削減

カスタマイズ開発や保守の作業負荷を軽

減することで、システム統合全体のコス

トが30％以上削減され、ITリソースの効

率が向上した。



導入前後の適時性、コスト、エクスペリエンスの質的な変化

ライブラリの更新速度

24 時間の遅延から第 2 レベ

ルの同期まで、リアルタイ

ムの在庫可視性が実現され

る。

分析応答時間

ビジネス データは、T+1 か

ら分単位のリアルタイム分

析情報にアップグレードさ

れる。

システム統合コスト

ETLカスタマイズ開発を標準

化されたアクセスに変換し、

コストを30％削減する。

顧客のショッピング体験

オンラインとオフラインの

在庫が一貫しており、在庫

精度が大幅に向上する。



Thanks

本資料は公開されている事実を基に、Kafkaを中心としたビジネス課題のソリューション。顧客
のビジネス成功のために、共にこのビジョンを実装して行きたい！
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